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粉末比重の桑葉々質判定上の意義

1．桑種間に於ける比較

岡部康之

Yasuyuki OKABE;-THE meaning of the specific gravity of tissue powder for 

juding the quality of mulberry leaves in the silkworm feeding. 

1. The comparison in the different varieties.

緒　　　言

　棺物龍物質の益灘的3ζはEi三態的研究を脅ふに’満り、劃乾蟻，　tsra，：tlil：のi疑示域綴1は、爽承上の

襖震少からざる篇め、纐纈理離博士，η1潮士所謂紺織粉末法にf衣る射粉末容積表示法を提唱され、

その際絶謝麗燥漱態の粉薯《1Cml3客稜に相霊1す雛醐｛：を、粉末比蹴と名付け之を計測する方法を

創建せられたり。而して3釧：、纐纈爾氏のに依れば比重（x）及び粉宋比重（y）の間にはy　：bx

或はy・　O．677xなる方程式を以て表し猫らるN正比例的關係あり。

　桑葉に之を悠用したる從來の成績は）d遽藤盤離臨士1》．小松茂久氏2）、中島茂民叫著蔚7）の

域績あるも、桑藥々質判定一hに於ける粉末比重の意義に就ては、倫魏さざるものあり。署謝は

桑の12陥種につき、聯、脱秋二期、粉宋比鉱を測矩すると同時に、一方に於て典の異品種桑を

以て駕兇鶴脊を行ひ、特に粉宋比璽と減甜歩合及び醸lll層澱と如何なる枳關を有するや槍討し一

郡の域績を得たるを以て蝕に報告せんとす。

　本文の御商閲御揃輝を賜はりfeる、九州帝園大學数授纐纈瑚1一郎博士に謹みて感翻∫の意を表

す。

　　　　　　　　　　　　　　　1材料及方法

　1．供試桑
　材料を探りたる桑園は埼宝縣翻業試燭愈場に於ける、植栽策3年口（昭和9年）の根刈（艘間

1，5m株1田0．3m）春秋舞魁lj温種比較桑園に」して土擁は系m壌：ltなり。

　春は全齢全芽にて給與し、晩秋は稚獄中、下記3期に乎術育成せる全芽を各乎衛短捌に給與

し、ll耀期ぱ全部改良鼠返ρ金葉を糸合與して減瀬歩含及繭購t調査職搬銭を飼育せり。蚕芽育

成は摘梢（15cm）上牛腎祁摘葉の乎術を行へるものなりo

　　　　　　　ヨ帯立15日荷〔1手争時・　　　　　　　　　　8月26日

　　　　　　　同20日同　　　　 同21日
　　　　　　　，同　，25日同　　　　．　　　　　　　　　同　　16日

粉末比重測定用の材料は・下記の1ヨの筋後3時摘探せるものなり。

　　　　　　　容　　　　　　　　　　6月　6日

　　　　　　　蝋｛…1難　鮮｝il

慧懸樫篇誌　　第九巻　第三三貌　　1937
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　2．供試獄　　　　　　　　　1
　佛試獄品種は聯は園翻1亘吹16號、晩秋レま1、1110號にして券は5月10日晩秋は9月10！1に描立た

るものなり。各臨蟻童1g宛擶立て、3眠起識に於て、各500頭宛として飼育せり。

　3．粉末比重の測定

　開葉数及び優さに依つて調査せる牛均値に近き垂芽10芽を摘探し．輩及び1黙柄を除嚢し海昂

桑葉を、90°Cを以て値：壁迄耳吃燥し、粉宋として、0．5mmの飾を通し，10ccのMeaSurin鰭

cylinderに共の2gを容れ、之を机上に100四IIPき容盛隻1二を測定し、粉末1ccに劃する，π蟄を

換鱒：し粉末比璽を定めたり0

　4．減翼歩合及繭厨量の調査

　減獄歩合は掃立より結葡趨につき、繭贋量は雌雄をユ1三均せる封100頼の重蜘ζつき洲査した

るものなり。

　　　　　　　　　　　　　　　　II成　　　績

　1．春黛に於ける粉末比誼と減麗歩合及繭騰蟄との關係

　春黛5齢川桑の粉末比煎大なるものよトリの順序に從つて、減獄歩含と繭暦蹴とを併記して劇

照せば第1表の如し。

策1衰　　　（聯）

＼　　顎日
　品　稲　　＼、、

島　　ノ　　内

kUノ瀬轡木
北　　掘　　桑

改　良　魯　築

輌　島　大　葉

改　良　鼠　返

十　　丈　　掌

　　　　市　　　　　辮

．　　　　冨・　榮　　桑

　　　　遺　州　高　助

　　　　多　胡　早　th

　　　　鼠　　　　　班

準　　　　　均

粉末比訟（9）

0．592

0．586

0、δS5

O，o「70

0．563

0．553

0，544

0．543

0．540

0，534

0．526

O，475

0．551

滅蹴歩倉（％）

5．7

工2．3

11．0

12．7

15．7

10．0

9，7

10。0

，　14．3

　12．5

14．1

9。5

11，6

繭閥倣（9）

48．69

41，20

45，20

42，25

43．70

42，10

44，75

39．55

39．20

38．50

36．3e

3S，60

4L67

　2、晩秋鷲に於ける粉末比霜と減鎧歩倉及繭層量との關係

　脱秋雷蟹描立15日前、20日前、25日雨各乎術別1．2．3齢用桑の粉宋比軍火なるものよ1）、順

訳減獄歩合と繭贋量とを併記せば、2～5表の如し。第2表は錐3～5表に示せる結果の綜合紬

果にして、描立15日前乎術せるものの2．3齢用桑、20H前手術b　25H薗乎術の各1．2．3齢

用桑に就き各別に調盗せる8回の挙均を示せるものなり。
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　　　　　　　　　錦2…浸1（晩　秋）’．

＼ト＼　 頓旧

品璽…＿＼ ｱ・」

，「 ?D良魯薬
、需　榮　桑

　十・丈　字

　島　ノ　内，

．一プ瀬轡木

　了tf　i2鰺

　改良鼠as
　北　捌　桑

　鼠　　 返

　脳轟六簗
1多胡早血
　建州抽助
・耶ト @、均

粉1宋比意（9）

一齢＝齢障齢レps均
0。475

0．508

0．45⑰

0。477

0．4s．　’t

（1．472

0．500

0。465

0．485

0，45G

O。474

0、426

0。473

0。5S7

0．557

0．569

0．582

0．船O

o．551

0．549

0．557

0．53鰭

0．547

0　，　rm）　i）

O．520

0。555

0。589

0，580

0，596

0．566

、0．567

0．筋5

10．536

0，54謬

0．552

0・554，

0。521

0，483

，0，554

0．560

・O．553

0昼51

0。550

0，54G

⑪。532

0．5詔9

0．52E

O．5露S

O，δ27

0、511

0、48，e

、0．533

減譲渉含
（％）

23．2

20，9

20．4

26．7

25．7

26．12、

1S。7

25．（3

23．6

26　，8

23、9

26．S

24．Q、

繭暦慧
（9）．．

20β6

20．66

21β2

21β6

21・11

20・、84

・20．80

21．76

‘20，r）0

20．2S

20．2S

、20・28

20e84

策3，表　　　（撤立15　Pl葡の乎術）

＼項i輩　　、、＼、

品灘　’＼、

密　榮　桑

ド隔　ノ，　内

改良魯桑
圏Ptソ瀬膏木

十　丈　字

北　堀　桑

市　　 軍

多胡早坐
櫨州琿助
1改良鼠返’
鼠　 ・　返

1細島大葉
亭」　　均・

粉＊比黙（9）
一副二・釧欝1’齢・lrp．均・

0．623

0。620

層0．600

⑪。576

0．596

0、588

0．576

0。612

0．524

0．552

0．5S8

，0．615

0．578

0，555

0．571

0．577

0。555

0．538

0．5δ0

0．511

0．543

0．542

0．493

0．552

｝0．615

．0．601

　0．’588

　0．5S6

　0．577

　0．576

　0．563

’O．563

　0．562

　0．543

　0．533

　0．522

　0．569

減麹姶
（％）

22．4

24，7

28．2

32．6

22．5

2S．0

3L6

26，Q

32．2

1S．7

21．3

32。0

26．7

繭暦fi丘
（9）

21，0「4

20t、　98

2LO8

2L56

22．00

23，08

2L52

20．60

21，20

　21，14

∴21。44

　21．22

　21．45
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　　　　　　　　第4i濁　　　（掃立20口前の手術）

＼項厩　　＼㍉＼

品種　 ＼＼＿

改良櫓桑
寓　榮　桑

十　丈　掌

鼠　　 返・

市・　　不

・勘　ノ　内

1一ノ瀬嵜水

醐勘大葉
改良鼠遡
北　掘　桑

多胡皐生
慰州高助
挙　　 均

粉来比蹟（9）

一酬二釧三齢1rp均
　0．517

　⑪．559

　0．473

　0，464

　0．482

0，491

10．479

0、456

0。48盤

0．460

’O。473

0、445

0．526

0。574

0．550

Q．571

0．555

0．557

0．571

0。560

0．529

0，5G4

0，ゐ4δ

0．507

0．479

0．547

0。594

0．534

0。592

0．5s2

0．，55L）

0．519

0．534

0，589

0．500

0，497

0．4β1

0，444

0．瀦3

0，562

0．54S

O．545

0．534

0．530

0．5日7

0．524

0，，52L）

・0．5獅

0．501

0．480

⑪。450

0。520

絨瓢歩余
（％）

17．S

15．8

13ジ3

25．6

20、0

％．0

黛4・6

28．6

13．S

26、7

コ9．2

20，4

20．9

繭暦醗
（9）

20。92

19。呂2

2LO8

19．38

tto．74

2L歪10

20、92

コ9，S2

2Q，72

Ll．oS

20．（滅

19．7〔｝

20．46

第5畿　　（搬立25口薗の尋術）

＼、　　顎撤

晶種

』改．良魯桑

”；tl十1　1丈　串’

改良鼠遽』
晶ソ瀬青木

隔　ノ　内

窟’榮　桑

澗島大葉
北　掘　桑

鼠．　　抵．

市　　 堪

多胡早生
遽州高助，
革　　　均

粉宋比霊（tSt）

一齢1二酬慧齢巨・均
　0．433

　0．438

　0、517

　0．482

　0，462

　0．456

　0，455

　0．469

　0．5G6

　0，461

　0．474

110．407

　0．463

0，566

0，560

0．533

0、552

0．564

0、560

0．529

0、肛6

0。507

0．491

0．468

0．531

　0，618

　Q．618

　0，昌66

　0．596

　・0．600

　0；592

　0，58S

・、o．576

　0．531

、　0．574

　0．552

　0，495

　0．576

Q．539

0．539

0．539

0．昂39

0．53S

O．537

0，534

0．525

0．518

0．514

0、506

0．457

0．5鍛

泌勘合1 囓嚏
（％）　　（9）

23．8

23，8

23。6

20．⑪

30．6

24．7

19，8

22．3

据4．0

27。1

26，7

28．0

24．7

20、鵬

20，go

20、54

・　20．s6

鶉L82

2Q．63

19，82

、21・12

20．GS

20．2s

20．22

19．96

20．62
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　　　　　　　　　　　　　　　　　1頁考　　察　 ・　　，　　・

　試みに上寵威績に依り影｝宋比箪の大なるものの、順位に依つて犬中小三三溝に別ち築均減鷲歩

合及繭贋難を毒ヒ較せぱ第6表の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　6表

＼＼＼　Yi’i　日

　＼＼、、

大中小＼＼、

春｛1

晩秋

大

中

小

品　　　　　　稀

島ノ内、・一ノ灘1轡水

北堀藥、改良櫓桑

測島大i葉覧改良鼠返
十丈字、Tlゴ李

謝榮築、強州高助
多訓早生b鼠懸

改良魯桑、富蘂桑
十3ヒゴ圭㌧島ノ内

一ノ瀬轡木、了ISftlS

敏良鼠返、北堀桑、鼠返

澗隔大薬」多“胡早並
蓮州窩助

牙分末↓ヒ重　（9）

0．5S3

0．551

O，519

0、554

Q，533

O，r）07

覇趨置渉・合（％）

10，4

11，4

12，6

22．8

24，0

25．8

繭雁｝倣（9）

44，34

42，53

38，15

瓢，0菖

21，00

20，2S

　春は塗齢異r貼種給與のノ懸姿｛なるも、晩秋は稚鷲期のみ異晶種を給；ltiせる域績なり。然るに聯

晩秋共粉末比重の大なるものは、滅瀬歩倉少く繭贋壷犬にして、粉宋圭ヒ重の小なるに從つて減

翻歩合大にして繭贋瀧小なり。　　　　　　　　　　　　　　　，

　斯くて粉末比重が桑葉ル質として、、桑の温種側に於ける、食司料的慨値決建土重要なる調礁項

口なる事を誕め褐らる。　　　　・　　　　　　　　　　　　『　』　、　　　　1，　l　　　n／〆》

　　　　　　　　　　　　　　　　　、▽総　括』、，　r距ヤ凶隔
　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．事　　哩　　　F

纐纈博士の創案に威る勅末比璽測定法を慮用して、桑の12r冊顔につき比較強討せる結果ゼ粉

宋比重と減獄歩合及繭厨量と密接なる關係あること明瞭となれり。

　粉宋比重の大なる品種は、小なる品種よりも減鎧歩倉は小にして繭贋量は大なり。而して粉

宋比重小なるに從つて、減獄歩合大にして繭暦量は小なり。　　tt

　島ノ内、改良魯桑は春、晩秋共、粉末比電大にして、減鑓歩含少く繭贋瀧大なゆ。

　多胡早生、遽州高助は春、晩秋共．粉来比重小にして減獄歩合多く繭贋無小なりご

　　　　　　　　　　　　　　　（埼玉縣獄業試瞼場に於て）

交　　　　麟

1，　　遼　藤　｛呆　太　畏B　　　　（1930）　桑槌｝ユ1鷲瞼法

2。小松茂久　（1931）桑の品種と粉末比重との關係、摘葉1彫刻と粉珂ミ比重との關係

　　　刺！奈川縣獄粟試瞼場印届り物（脅議用）

3，纐纈理一郎　　（1932）植物水分生理

4．ヨ耕虎太郎，纐纈理一郎　（1933）粉＊比戴と比狐との闘係並びに組織粉末法に於ける粉木容



蟹72　　　　　ilX．懸　雛，、．雅．・誌　　　　　〔策蜷
　　　　　　　　　　霊賊∫田定の棚isitさ　　擢〔望勿醇1瞭歪説三　第37巻　　錦561號　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　5・中島　茂　（1934）桑葉』々質言飼齪鰍紬是第蜷第16號

．6・1輝綱乱一郎（・93巧・所糊末比勲測定職と其蓮1H獅

　　　　　　　　　　枷勿及酬勿第3巻蝉o，11號　　　　　　　　　　　　゜
　　　　7・岡綱ξ之（・駒瓢・殿1・・閣す・蹴灘翻講螂巻鋤．，號　・

（蝿理昭和11イド11月20rl）

密h・拠・・ni・g・f　th・斜P・Ci且・g・avity・f偽…p・Wd・・

　　　fbr　judging　the嵯uality　of颯u1わerry　leaves　in

　　　　　　　　　　　　　　　　the　silkwor1取feeding．

　　　　ヱ・　T】bLo　compar童son　of　the　different　vεしriet｛es，

L　　　　　　　　　　　　YaSuyuki　OI〈AI3E

1　　　　　　　　　　　　（Rece三ved　Nov。20ユ936）

R6sum6

『エnth・・…eq・・nce　Qf　th・、　auth・・’s　exp…irh・nt・1・・e・ult・f・・c・mp。，i。麟with　12。。，i，．

ties。f劇・・v・s・f瓢ulb…y・it　w・・f…dth・倉亡h…pecifi・g・avl亡y。f　tiS，u。　p。wder

°f∴the・e　1・av…e！・t・d・1・・ely　with　th・m。・t・1ity・f　th・1…、a。dもh，　w，ight。f

cocoon　Iayer　produced　by　the　larva　fed　on　these　leaves．　　　　　　　　　I

Th・1ar…e細…h・…i・・y，・・Shim鋤・・hi・r　K・i・y。，。、。，’ Bf　wh量，h，p醐c

騨ty・f亡issu・．　P・wd・・i・larg・・h…m・U…m・rt・1i妙㎝d　heavi・・c。、。。。1。y，，　tha、エ

，the．．1・ワ・．・e・・edρゆ・・the・v・・i・ty，・・Ta9・w・se・・E。、h。t、k。曲，　wl、i，h曲。w、　the

small　speci五c　gravity．

It　w叫t聯f。r・・b・imp・・t・nt　t・m・as噸h・・peci五・g翻ty。f　tiss。e　p。wd，。。f

thg　mulberry　leaves　for　judging　the　foo“value　of　them．　　　　・

（ln　this　e・p・蜘・・t晦・・th・・apPli・d　th・m・・…i・g．　m・th・d・f　the・p，、i五。鱒ty

・ft量・s・e　p・wdeτwhi・hlwa・’i・ve・tεd　by恥R．　K。ket＄。）

　　　　　　　　　　　　　（The　Sericultural　E即erim¢nt　Station，　Kumagaya．　Japan）


